
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・前回同様、自分のスペースの中で泡に触れていった。白い泡だけで最後
まで行ったことはなったが、子ども達は集中して飽きることなくやってい
たのでよかった。回数を重ねていったこともあり、子ども達も連想させた
りやってみたいことを言葉にして伝えられるようになった。子どもの言葉
を聞き泡を凍らせることになったが、大人もどうなるのかわからず、一緒
にわくわくできた。
・模造紙でも色が変わった、泡がなくなると子どもたちなりの発見もあっ
た。

・４回目の泡の探究活動だった。今回は、一切着色せずに白い泡で行っ
た。始める前に子ども達と一緒に弾力のある泡を作ることを行うと「何す
るの？」「泡作るの？」と子ども達がわくわくするする姿がみられた。泡
に着色しなかったことによってか「雪みたい」と雪を連想させ、そこから
冷たい、冷やしてみたいと子ども達からたくさんやってみたいことが出て
きた。カップに入れて実際に冷やしに行くと固まるまでの時間をとても楽
しみにしていた。
・模造紙でも、手形だけではなく指先を使って絵を描いてみたり泡が消え
ていく様子もじっくりみられた。

3歳児…感触（泡）

・椅子に座って各スペースで泡を触ったり、模造紙に泡をのせることを楽しむ。

２.活動スケジュール

・各３人ずつのグループに分かれ、少人数で行っていく。
・模造紙、スプーン、カップなどを使用して泡の感触や何になるか楽し
む。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2025.2.12

・「これ楽しみにしてたんだよね」と
始まる前からわくわくする姿が見られ
る。
・「これなあに？」と泡をすくってい
るところに質問すると「これはプリン
セスのお城だよ」と答える。
「あっちに大きい画用紙あるから、泡
の手で触ってみよう」と声を掛けると
両手で画用紙をなでるように触る。
・模造紙の上で消えていく泡をみて
「黒くなった」保育士が「最初何色
だったかな？」と聞くと「白かったの
に黒」と模造紙の色の変化に気づく。
・白い泡のみだったこともあってか、
「雪だよ」と想像が膨らんでいた。ト
レイに泡をまんべんなく伸ばした後は
「冷蔵庫に入れたい」と言っていた。
保育士が「冷蔵庫に入れたらどうなる
かな？」と聞くと「固まると思う」と
嬉しそうだった。プリンカップに泡を
入れて、一緒に冷凍庫に入れにいっ
た。
・みんなで凍らせに行った泡がずっと
気になった様子で何度も「見に行きた
い」と言っていた。・トレイ、泡の入った容器、スプーンを用意し、スペース内で行う。

・手拭きタオル、雑巾を用意する。
・着色していない弾力のある泡を用意する。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


